
羅

纂

戦
術
史
上
に
於
け
る
二

の
地
位
に
就
て

コ

ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ

一二三四五

賃
　
　
　
　
言

■
添
　
　
　
　
　
　
　
↑
．

軍
事
に
關
す
る
指
蝶
原
理

軍
隊
の
種
類
、
訓
練
、
編
成
及
び
運
溺

火
器
の
重
要
性
に
卜
す
ろ
認
識
不
足
、
及
び
、
城
砦
構
築
に
關
す

る
見
解

髭
　
　
　
　
語

も
軍
　
　
　
　
　
昌
轟

　
　
　
軸
　
緒
　
　
　
言

　
イ
タ
リ
ー
が
産
、
め
る
大
・
政
治
家
ニ
コ
ロ
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ

（
累
凶
O
O
O
一
ひ
ジ
自
①
O
プ
瞳
P
〈
①
一
＝
）
の
軍
事
に
關
す
る
意
見
は
其
の
名
著
「
ロ

　
　
　
　
　
戦
書
更
上
に
於
け
る
ニ
コ
ロ
・
々
キ
ア
ヅ
ェ
ル
サ
の
地
位
に
就
い
て

柴

山

英

一

ー
マ
史
論
L
亦
は
「
君
主
論
」
に
於
て
も
多
く
散
見
す
る
庭
で
あ

る
が
、
「
載
術
論
」
に
於
て
一
麿
詳
細
綿
密
に
所
論
を
開
陳
し
て
居

る
0
つ
ま
り
「
戦
術
論
」
は
「
ロ
…
マ
史
論
」
や
「
君
主
論
」
に
於
て
比

較
的
簡
輩
に
蓮
べ
ら
れ
た
虚
を
更
に
敷
術
鑛
充
し
た
も
の
で
あ

る
。
故
に
戦
術
家
と
し
て
の
彼
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
如
何
に

し
て
も
先
づ
「
戦
術
論
」
に
糠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
「
戦
術

論
」
は
實
に
彼
の
軍
事
知
識
の
全
能
力
を
傾
注
し
た
所
産
で
あ

る
。
彼
の
後
世
に
於
け
る
名
盤
は
殆
ん
ど
「
君
主
論
」
に
基
い
て
み

る
が
、
彼
自
身
最
も
重
要
親
し
た
ら
し
い
の
は
實
に
「
戦
術
論
」
で

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
貌
　
　
　
一
五
五

（　15・　5　）



戦
術
史
上
に
於
ゆ
り
ろ
ニ
コ
ロ
・
岬
キ
ア
ザ
ェ
ル
」
の
亀
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
・
第
二
十
・
ご
巷
　
第
｝
鱒
　
　

一
五
六

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
載
術
論
（
原
名
U
Φ
弓
珍
3
創
巴
9
0
β
2
猛
英
田
》
さ
o
h

芝
舞
）
」
七
管
…
は
彼
“
か
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
滞
在
中
（
一
五
一
九
年
・
一
二

〇
年
、
五
一
歳
一
五
二
歳
の
時
）
も
の
し
た
も
の
で
彼
の
友
人
で

あ
り
一
同
時
に
保
護
者
た
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
。
デ
ィ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ス
ツ
ロ

ッ
ツ
ィ
（
目
。
お
冨
。
納
涼
ξ
》
。
。
Q
鐸
。
§
）
に
捧
げ
た
も
の
で
あ

る
。
此
の
作
品
は
唱
五
一
六
年
に
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
郊
外
オ
リ
ツ
ェ

ル
ラ
リ
・
ガ
ー
デ
ン
（
○
同
一
〇
①
＝
曽
H
一
一
　
〇
P
居
α
⑦
冨
）
に
於
て
御
代
の
名
士

コ
シ
モ
・
ル
ッ
ツ
ェ
ル
ラ
づ
（
O
O
。
。
一
日
O
閃
虹
O
①
＝
巴
）
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ツ
ィ

ォ
。
コ
ロ
ン
ナ
（
国
9
σ
旨
δ
O
o
δ
⇔
量
）
ツ
ァ
ノ
ピ
彰
ブ
ォ
ン
デ
ル
モ

ン
テ
ィ
（
N
碧
。
玄
切
¢
o
巳
Φ
ぎ
○
⇔
ε
、
　
ル
イ
ヂ
・
ア
ラ
マ
ン
ニ
ィ

（
ぴ
三
σ
鳶
募
げ
ヨ
9
弓
剛
）
等
の
聞
に
な
さ
れ
た
と
の
品
定
の
下
に
問
答

の
形
式
を
な
し
て
書
か
れ
で
る
る
の
で
あ
る
。
「
戦
術
論
」
其
の
も

の
に
撃
て
の
研
究
は
他
日
に
譲
る
と
し
て
、
本
稿
に
於
て
は
專
ら

同
書
を
通
じ
て
彼
の
戦
術
観
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
二
軍
事
に
關
す
る
指
導
原
理

　
彼
の
軍
事
に
齢
す
る
指
導
原
理
は
「
戦
術
論
」
の
勢
頭
に
潤
て

頗
る
明
快
に
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。
劇
ち
曰
く
「
イ
タ
リ
ー
に
於
て

從
來
幅
般
民
衆
生
活
と
軍
隊
生
活
を
分
離
し
た
こ
と
は
致
命
的
失

敗
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
兵
士
等
は
翫
暴
、
脅
迫
を
敢
て
し
、
以

て
凡
て
の
準
々
的
生
活
の
敵
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
吾
人
は

ロ
ー
マ
時
代
の
古
き
組
織
に
復
飾
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
戸

ー
マ
は
市
民
と
軍
・
人
と
の
間
に
何
等
の
差
異
を
も
認
め
な
か
っ

た
。
而
も
兵
士
は
寧
ろ
一
般
市
民
以
上
に
出
品
で
紳
を
恐
れ
、
國

家
の
た
め
に
は
常
に
死
を
萱
賞
し
て
み
た
。
故
に
ロ
ー
マ
時
代
の

人
間
力
（
く
ぎ
ウ
）
を
是
非
と
も
現
代
に
再
現
す
る
こ
と
を
熱
豊
す

る
。
そ
れ
は
決
し
て
不
可
能
事
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
自
分
は
軍

人
で
は
な
い
が
戦
術
に
益
す
る
全
知
識
を
傾
注
し
、
以
て
租
國
夏

生
へ
の
一
助
と
し
た
い
念
願
で
あ
る
。
」
と
。

　
右
の
如
く
彼
の
理
想
は
先
づ
イ
タ
リ
ー
多
年
の
薫
習
た
る
傭
兵

（
カ
ル
タ
ゴ
戦
役
の
近
頃
か
ら
疑
る
）
制
度
を
打
破
し
て
徴
兵
制
度

を
布
き
、
ロ
ー
マ
式
國
民
歩
兵
軍
を
樹
立
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
之
こ
そ
彼
の
「
戦
術
論
」
の
根
本
的
原
理
で
あ
り
其
の
大
な
る

目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
彼
の
全
生
涯
を
通
じ
て
確
固
不

祓
の
持
論
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
武
装
的
國
民
こ
そ
唯
一
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の
國
民
的
無
敵
軍
隊
で
あ
り
、
且
近
代
粋
家
の
眞
の
力
で
あ
る
と
　
　
　
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ツ
ィ
オ
・
コ
ロ
ン
ナ
と
其
の
反
封
者
コ
シ
モ
・
ル
ッ
、
ツ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

確
信
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
此
の
確
信
こ
そ
彼
の
混
離
岸
雅
し
た
　
　
ル
ラ
イ
の
隷
農
軍
に
關
す
る
磨
酬
が
あ
る
。
後
者
は
平
民
軍
を
こ

時
代
の
必
然
的
所
産
で
あ
っ
た
。
傭
兵
の
不
可
に
就
て
は
「
君
主
　
　
き
下
し
て
曰
く
「
貴
下
は
多
数
賢
明
の
士
が
既
に
無
数
な
り
と
宣

論
」
や
「
ロ
；
マ
拠
論
」
に
も
遽
べ
て
る
る
が
、
「
戦
術
論
」
の
第
｝
　
　
歯
し
、
亦
瀟
瀟
粗
悪
な
鮎
に
於
て
は
試
験
濟
み
と
な
っ
て
み
る
フ

篇
に
於
て
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ツ
ィ
オ
・
コ
p
ン
ナ
の
口
を
借
り
て
痛
論
し
　
　
ロ
ー
レ
ン
ス
愚
民
軍
を
再
建
し
や
う
と
欲
す
る
。
無
論
ロ
ー
マ
人

て
る
る
。
師
ち
「
黒
血
を
商
頁
に
し
て
み
る
傭
兵
軍
の
類
は
到
底
　
　
は
貴
下
が
希
望
さ
れ
る
如
き
方
法
で
武
備
を
な
し
た
け
れ
ど
も
結

晶
除
と
し
て
眞
の
．
三
値
を
嚢
輝
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
　
　
局
彼
等
の
自
由
を
失
ふ
に
至
つ
九
。
亦
ヴ
ェ
ニ
ス
入
と
難
も
國
民

必
然
的
に
燧
忍
不
正
直
で
あ
り
、
不
和
の
時
代
に
在
っ
て
も
生
活
　
　
軍
を
学
用
せ
す
、
佛
王
と
て
も
其
の
臣
下
を
よ
り
ょ
く
服
從
せ
し

の
た
め
に
常
に
戦
璽
を
欲
し
、
狂
暴
な
る
行
爲
を
敢
て
す
る
に
至
　
　
む
る
爲
に
軍
備
を
縮
少
し
た
。
要
す
る
に
賢
明
の
士
は
國
民
軍
を

る
。
か
干
る
駄
態
で
は
轟
轟
は
必
然
的
に
破
滅
の
道
を
辿
る
外
は
　
　
危
瞼
帰
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
之
を
無
盤
な
り
と
し
て
非
難
し
て
み

な
い
」
と
述
べ
其
の
實
例
を
墾
け
て
傭
兵
を
排
撃
す
る
と
同
時
に
、
　
　
る
」
と
。
前
者
は
之
を
反
駁
し
て
曰
く
「
斯
の
如
き
意
見
は
軍
事
に

兵
・
農
一
致
の
徴
兵
制
度
を
博
論
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
事
玉
露
の
　
　
關
す
る
正
確
な
知
識
、
純
粋
の
経
験
を
鋏
け
る
入
々
に
依
て
の
み

時
代
に
於
て
は
傭
兵
で
な
く
と
も
此
の
種
の
内
書
は
歩
兵
の
間
に
　
　
主
張
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
事
實
凡
て
の
國
家
は
國
昆
軍
に
立

存
在
し
て
み
た
。
中
世
の
装
甲
騎
兵
は
殊
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
　
　
脚
し
、
之
に
依
て
の
み
外
敵
を
防
禦
し
得
る
こ
と
は
吾
々
が
歴
史

に
於
て
は
多
く
の
揚
合
貴
族
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
馬
齢
に
於
て
　
　
と
艦
験
か
ら
教
へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
若
し
ヴ
ェ
ニ
ス
入
が
眞
に

は
自
費
を
以
て
生
活
す
る
事
が
出
來
た
が
、
之
に
反
し
て
歩
兵
は
　
　
此
の
こ
と
を
理
解
し
て
居
た
な
ら
ば
彼
等
は
恐
ら
く
は
新
世
界
帝

戦
局
を
目
的
と
す
る
都
會
人
や
農
民
階
級
か
ら
構
成
さ
れ
て
み
た
　
　
國
を
樹
立
し
得
た
で
あ
ら
う
。
事
實
彼
等
は
海
上
に
於
て
は
同
胞

の
で
あ
る
。
同
じ
く
「
戦
徳
論
」
の
第
一
篇
に
於
て
彼
の
代
患
者
　
　
を
以
て
臓
ひ
、
常
に
勝
利
を
得
九
の
で
あ
る
が
、
陸
上
に
於
て
は
鰯

　
　
　
　
　
職
衝
史
上
に
於
ゆ
り
ゐ
ニ
コ
ロ
。
マ
き
ア
ヴ
ェ
ル
サ
の
地
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
　
號
　
　
　
…
五
七

（157）



　
　
　
　
　
下
川
…
吏
上
に
於
け
ろ
ニ
コ
ロ
・
て
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
地
位
に
就
い
て

兵
を
使
用
し
た
た
め
に
之
に
信
頼
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
反
し
て
、
ロ
ー
マ
人
は
遙
か
に
賢
明
で
あ
っ
て
、
最
初
は
陸

戦
に
の
み
訓
練
さ
れ
て
る
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ル
タ
ゴ
入
に
封
抗

さ
れ
る
に
及
ん
で
急
速
に
國
民
を
海
戦
に
訓
練
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
夏
に
又
フ
ラ
ン
ス
乱
民
の
如
き
は
十
分
戦
野
に
訓
練
さ
れ

す
、
主
と
し
て
傭
兵
に
依
頼
し
た
た
め
、
之
即
ち
フ
ラ
ン
ス
王
國

の
弱
き
所
以
で
あ
る
」
と
述
べ
て
傭
兵
の
不
可
、
國
民
軍
の
数
果

を
力
説
し
て
み
る
。

　
共
和
政
治
で
あ
れ
君
主
政
治
で
あ
れ
、
國
家
の
カ
は
訓
練
さ
れ

た
責
任
観
の
強
い
武
装
國
民
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
が
満
腔
の

信
頼
を
捧
げ
た
軍
隊
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
而
も
よ
く

訓
練
さ
れ
強
健
な
兵
除
た
る
の
み
な
ら
す
公
的
善
の
た
め
に
は
私

的
生
活
を
犠
牲
に
し
て
も
敢
て
厭
は
な
い
鎌
入
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
繰
り
返
し
絶
叫
し
て
み
る
。
此
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ラ
イ
フ
9
昌
膏
謬
）
の
た
め
に
は
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ィ
ト
・
ラ
イ
フ

（
潔
く
暮
Φ
ま
。
）
を
犠
牲
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
念
こ
そ
は
實
に

彼
の
思
想
の
根
幹
を
な
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
「
忍
術
論
」
の
最

終
篇
で
あ
る
第
七
篇
に
於
て
、
彼
は
イ
タ
リ
ー
の
諸
君
主
に
國
民

　
　
　
　
　
　
　
鎮
二
十
ご
巻
　
第
一
號
　
　
…
五
入

軍
の
確
立
を
切
望
し
、
「
若
し
諸
君
主
が
國
民
軍
に
就
て
不
満
を

蓮
べ
る
前
に
自
分
が
主
張
す
る
方
法
で
國
民
軍
を
訓
練
さ
れ
る
な

ら
ば
、
必
ず
全
イ
タ
リ
ー
の
支
配
者
た
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
な

い
庭
で
あ
り
、
や
が
て
マ
セ
ド
ニ
ヤ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
の
如
く
な

ら
れ
る
で
あ
ら
う
云
々
」
と
述
べ
て
國
民
軍
の
奴
果
を
力
説
し
て

み
る
。

　
夏
に
彼
は
古
代
ロ
ー
マ
軍
の
機
構
、
訓
練
法
に
就
て
機
討
し
、

ロ
ー
マ
の
軍
隊
こ
そ
は
理
想
的
模
範
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
他
の

追
從
を
許
さ
な
い
も
の
た
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
此
の
信
念
は
決
し
て
誤
っ
て
は
み
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
、

彼
の
時
代
の
後
禽
数
世
紀
間
ロ
ー
マ
の
軍
隊
は
凡
て
の
偉
大
な
る

軍
隊
改
革
者
の
研
究
，
讃
嘆
の
封
象
と
し
て
存
在
し
た
。
急
激
な

砲
術
の
蓮
歩
し
た
後
に
於
て
も
爾
ロ
ー
マ
軍
は
學
ぶ
腱
の
多
い
モ

デ
ル
で
さ
へ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
は
ロ
ー
マ
の
研
究
と
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
及
び
ス
ペ
イ
ン
の
歩

兵
に
就
て
見
聞
し
た
一
切
を
統
一
・
綜
合
し
て
、
模
範
的
指
導
原

理
を
悪
難
し
、
理
想
的
歩
兵
を
計
上
し
始
め
九
の
で
あ
る
。
歩
兵

の
具
罷
案
に
就
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
此
の
幾
代
歩

紛15（



兵
の
改
善
案
は
屡
々
近
代
職
術
家
の
是
認
賞
讃
を
樽
し
た
も
の
で

あ
る
。
プ
・
シ
ャ
の
有
名
な
軍
事
輝
輝
家
マ
ッ
ク
ス
・
イ
ェ
…
ン
ズ
　
　
　
　
　
三
　
軍
隊
の
種
類
・
訓
練
・
編
成
及
び
灯
用

　
　
　
　
ノ

氏
（
国
①
居
居
寓
翁
。
粥
冒
プ
昌
。
。
）
も
其
の
著
「
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
及
び
一
般
　
　
　
彼
の
理
想
と
す
る
軍
…
隊
の
基
礎
は
歩
兵
で
あ
っ
夷
。
當
時
ヨ
i

兵
役
義
務
に
關
す
る
見
解
」
（
鼠
鋤
魯
貯
く
①
ミ
諺
鳥
畠
2
0
0
島
嘗
冨
　
　
ロ
ッ
パ
に
於
て
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
同
じ
く
戦
術
は
長
足
の

畠
Φ
戦
≧
㎡
Φ
ヨ
Φ
陶
鐸
Φ
⇔
宅
。
プ
バ
流
露
。
洋
）
に
覧
て
、
讃
者
に
暫
し
先
づ
　
　
池
歩
を
遽
け
つ
・
あ
っ
た
。
馬
に
乗
り
、
頭
か
ら
足
元
に
至
る
ま

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
と
い
ふ
名
前
に
よ
っ
て
趨
さ
れ
る
正
し
き
憤
怒
　
　
で
武
装
し
た
中
世
の
装
甲
騎
兵
は
彼
等
の
互
柔
な
槍
に
依
っ
て
如

を
抑
制
す
る
や
う
懇
願
し
、
夏
に
語
を
つ
い
で
「
自
分
は
マ
キ
ァ
　
　
何
に
容
易
に
歩
兵
を
破
る
こ
と
が
出
訴
た
か
を
如
蜜
に
示
し
て
ゐ

ヴ
ェ
ル
リ
の
道
徳
的
態
度
に
就
て
話
す
つ
も
り
で
は
な
い
、
寧
ろ
　
　
た
。
イ
タ
リ
ー
が
侵
略
さ
れ
た
の
も
此
の
装
甲
傭
騎
兵
の
た
め
で

彼
を
最
初
の
近
代
入
と
し
て
考
へ
て
み
た
い
。
彼
は
一
般
的
兵
役
　
　
あ
っ
た
。
そ
れ
故
イ
タ
リ
ー
に
覧
て
は
歩
兵
は
既
に
大
な
る
不
信

義
務
を
其
の
軍
事
科
學
的
研
究
の
鋤
象
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
　
　
用
に
隔
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
十
五
世
紀
に
至
っ
て
ス

に
封
し
て
近
代
的
政
治
科
學
の
創
造
者
た
る
名
総
…
を
與
へ
る
と
同
　
　
　
イ
ス
の
歩
兵
は
彼
等
の
自
宙
の
た
め
に
起
ち
、
其
の
簡
輩
な
胸
當

時
に
、
其
の
軍
事
的
知
識
に
讃
し
て
も
同
様
の
敬
禧
を
贈
っ
て
も
　
　
と
法
外
に
長
い
槍
、
望
持
つ
た
突
繋
密
集
隊
は
オ
1
ス
ト
リ
ヤ
と
ブ

敢
て
差
支
へ
無
い
と
思
は
れ
る
。
彼
こ
そ
は
實
に
當
代
軍
隊
の
重
　
　
ル
グ
ン
デ
ィ
の
騎
兵
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の
結
果
歩
兵
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
も
の
は
輩
に
有
力
な
る
騎
兵
に
自
慰
し
得
る
の
み
な
ら
す
、
簡

要
性
を
認
識
し
、
其
の
改
善
法
を
力
説
し
た
塵
の
卓
越
せ
る
天
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
打
ち
勝
ち
得
る
こ
と
さ
へ
實
謹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
彼
に
封
ず
る
讃
嘆
の
蹴
を
述
べ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ス
の
歩
兵
は
世
界
最
良
の
歩
兵
た
る
名
四
を
博
す
る
に
至
つ

　
右
に
述
べ
た
塵
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
軍
事
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
あ
っ
て
、
最
初
に
之
を
模
倣
し
た
の
が
ド
イ
ツ
、
次
は
ス

す
る
原
理
の
何
た
る
か
は
略
理
解
し
得
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
イ
ン
で
、
何
れ
も
大
成
功
を
牧
め
た
の
で
あ
る
。
此
の
後
軍
除
．

　
　
　
　
　
粘
土
史
上
に
於
げ
ろ
ニ
ロ
ロ
。
マ
キ
ア
ヅ
ェ
ル
リ
の
地
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
…
五
九

（i59）



㎡
戦
衛
奥
上
に
於
げ
み
ニ
コ
ぼ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
サ
の
地
位
に
冒
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
…
六
〇

切
中
心
勢
力
は
漸
次
歩
兵
に
存
す
る
様
に
な
り
、
從
來
非
常
に
賞

讃
さ
れ
て
み
た
フ
ラ
ン
ス
の
騎
兵
で
す
ら
、
も
早
歩
兵
に
賊
し
て

は
打
ち
勝
ち
難
く
思
は
れ
る
襟
に
な
つ
丸
の
で
あ
る
。
彼
は
此
の

ス
イ
ス
の
歩
兵
に
填
て
長
い
間
．
研
究
し
た
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
時
代

を
通
じ
て
歩
兵
は
軍
豫
の
骨
子
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ

た
。
故
に
其
の
組
織
、
訓
練
に
於
て
は
最
大
の
注
意
が
擁
は
る
べ

き
で
あ
み
と
怨
し
「
ア
ジ
ヤ
洲
の
薫
る
部
分
の
如
き
遊
牧
の
民
を

有
す
る
大
卒
原
の
隙
々
に
於
て
は
騎
兵
は
戦
雫
中
重
大
な
る
役
目

を
果
す
こ
と
も
出
來
や
う
が
、
ヨ
「
ロ
ッ
パ
に
於
て
は
騎
兵
は
小

戦
圖
、
偵
察
亦
は
必
要
に
癒
じ
て
歩
兵
を
援
助
し
た
り
、
亦
敵
國
を

荒
し
、
敵
を
し
て
奔
命
に
疲
れ
し
め
、
其
の
糧
道
を
切
下
し
、
亦
は

敗
退
せ
る
敵
を
追
益
す
る
場
合
に
は
有
敷
で
あ
．
る
け
れ
ど
も
、
戦

璽
の
尊
命
を
決
す
る
も
の
は
や
は
り
歩
兵
で
あ
る
。
此
の
歩
兵
の

重
要
性
を
閑
却
し
て
殆
ん
ど
之
に
留
意
せ
す
、
全
軍
を
騎
兵
に
憂

黙
す
る
の
愚
を
敢
て
し
た
故
、
租
國
イ
タ
リ
ー
は
荒
慶
に
卑
し
、

外
國
兵
に
御
詠
さ
る
・
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
と
蓮
べ
、
問
接
に

　
　
　
　
し

歩
兵
の
下
値
を
力
降
し
て
み
る
。
之
は
彼
が
繰
り
返
し
主
張
す
る

虚
で
あ
っ
て
、
イ
ェ
ー
ン
ズ
弄
る
確
か
に
近
代
的
戦
術
家
の
需
で

あ
る
と
賞
讃
し
て
み
る
。

　
然
ら
ば
如
何
に
す
れ
ば
最
も
良
き
歩
兵
を
得
る
か
と
い
ふ
こ
と

に
就
て
、
彼
は
徴
兵
制
度
を
力
説
し
て
み
る
。
戦
乱
論
の
第
一
篇

に
煮
て
彼
は
コ
ロ
ン
ナ
の
口
を
借
り
て
「
温
帯
地
方
の
人
々
を
探

書
す
る
こ
と
が
最
も
理
想
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
彼
等
は
勇
氣

と
愼
重
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
熱
海
は
愼
重
で

は
あ
る
が
臆
病
な
入
間
を
作
り
、
寒
帯
は
勇
敢
で
は
あ
る
が
輕
率

な
入
間
を
作
る
」
と
述
べ
て
み
る
、
勿
論
此
の
法
則
は
多
少
の
眞

理
を
有
す
る
か
も
逸
れ
な
い
が
、
世
界
の
支
配
者
で
あ
れ
ば
い
ざ

知
ら
す
、
や
は
り
各
地
方
の
最
も
勝
れ
九
入
間
を
糞
見
し
て
、
古

代
ロ
ー
マ
に
於
て
な
さ
れ
た
如
く
、
大
い
に
彼
等
を
訓
練
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
環
境
よ
り
遙
か
に
璽
斜
な
問
題
で
あ

る
。
更
に
彼
は
兵
士
の
肉
艦
的
資
格
に
就
て
は
「
眼
光
鏡
く
、
敏

捷
・
快
活
で
、
首
及
び
雪
竿
の
筋
肉
証
し
く
、
胸
廣
く
、
指
長
く

賜
は
小
に
唇
丸
く
、
足
は
儀
り
脂
肪
が
多
く
な
い
こ
と
が
理
想
的

で
あ
る
一
之
等
は
何
れ
も
兵
士
に
凄
く
べ
か
ら
ざ
る
カ
と
輕
快
ざ

を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
Q
」
と
論
じ
、
亦
道
徳
的
資
絡
と
し
て
は
「
兵

士
が
正
直
さ
と
穏
順
さ
を
持
っ
て
る
る
か
ど
う
か
を
知
る
に
は
彼

〈160）



等
の
準
素
の
習
慣
に
封
し
て
深
甚
の
注
意
を
携
ふ
べ
き
で
あ
る
」

と
蓮
べ
て
る
る
。

　
次
に
歩
兵
を
如
何
に
細
革
せ
し
む
か
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
は

「
戦
術
論
」
第
二
篇
に
「
ロ
ー
マ
式
に
武
装
せ
し
め
た
方
が
よ
ろ
し

い
。
　
ロ
ー
マ
の
歩
兵
は
鐵
で
武
装
し
、
　
楯
と
刀
及
び
ピ
ル
ム

（
旦
環
日
）
と
写
す
る
短
い
重
い
槍
を
携
帯
し
て
み
た
。
反
封
に
ギ

リ
・
シ
や
殊
に
マ
ケ
ド
ニ
や
人
は
楯
を
持
た
な
い
（
之
は
彼
の
誤
謬
）

が
長
さ
一
五
沢
以
上
の
ロ
ー
マ
兵
よ
り
も
有
利
な
槍
を
持
っ
て
る

た
。
然
し
ギ
リ
シ
ャ
の
密
集
隊
（
喜
9
・
剛
巴
姦
）
は
ロ
ー
マ
軍
に
は

到
底
及
ば
な
い
」
と
論
じ
、
而
も
極
め
て
詳
細
な
鮎
に
饗
し
て
は

彼
の
論
鋒
は
穂
不
明
確
に
な
っ
て
み
る
や
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
彼

の
目
的
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
當
代
ス
イ
ス
の
武
器
の
類
似
を
實
帯

し
て
其
の
鋏
総
を
指
摘
し
、
以
て
p
ー
マ
的
様
式
に
武
装
し
た
揚

合
に
於
け
る
國
民
軍
の
優
秀
性
を
謹
明
す
る
に
在
っ
た
と
思
．
幽
。

元
來
ス
イ
ス
兵
は
ギ
リ
シ
ャ
の
密
集
隊
を
模
倣
し
槍
（
忌
（
①
）
に
カ

を
注
ぎ
殆
ん
ど
防
禦
的
武
装
を
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
脊
、

腕
、
頭
は
殆
ん
ど
防
禦
物
な
し
で
あ
る
。
醜
し
て
極
め
て
少
数
の

者
が
斧
の
様
な
尖
を
し
た
六
単
位
の
戟
（
冨
♂
Φ
乙
）
を
帯
び
、

職
衛
史
上
に
於
げ
》
る
ニ
コ
ロ
」
て
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
塊
位
に
就
炉
て

外
に
燧
獲
銃
を
持
つ
九
少
数
が
あ
る
。
之
等
の
歩
兵
が
前
述
の
如

く
騎
兵
に
打
勝
つ
こ
と
が
出
來
た
の
で
大
い
に
聲
便
を
揚
ぴ
、
ド

イ
ツ
人
も
之
を
模
倣
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
ス
イ
ス
兵

は
騎
兵
に
饗
し
て
は
敷
果
的
で
あ
っ
弛
け
れ
ど
も
、
防
禦
的
武
装

が
不
十
分
で
あ
っ
九
の
で
接
近
し
た
場
所
窟
於
て
戦
．
幽
た
め
に
十

分
用
意
の
整
っ
た
新
手
の
歩
兵
と
鋤
抗
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
之
に
反
し
て
ロ
ー
マ
軍
は
甲
冑
に
包
ま
れ
楯
を
持
ち
白
兵
戦

の
場
合
に
於
け
る
武
器
を
有
し
て
み
た
。
更
に
彼
は
ス
ペ
イ
ン
の

例
を
融
け
「
ス
ペ
イ
ン
兵
は
十
分
に
武
装
し
て
み
る
が
近
代
的
の

有
力
な
騎
兵
に
は
及
ば
ぬ
。
故
に
ス
ペ
イ
ン
式
歩
兵
に
封
抗
し
得

る
亦
ス
イ
ス
兵
の
如
く
騎
兵
を
撃
退
し
得
る
ロ
ー
マ
式
歩
兵
を
創

設
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
軍
隊
の
訓
練
に
干
て
は
「
戦
術
論
」
第
一
篇
に
於
て
コ
ロ
ン

ナ
の
ロ
を
倍
り
て
コ
七
歳
一
四
〇
歳
ま
で
の
張
得
な
る
男
子
は

誤
答
上
常
に
一
定
の
期
間
訓
練
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
、
第

ご
篇
の
壁
頭
に
於
て
は
ロ
ー
マ
軍
の
訓
練
習
慣
を
賞
讃
し
「
兵
士

を
個
々
別
々
に
訓
練
す
る
丈
け
で
は
十
分
で
な
い
。
彼
等
は
亦
大

い
に
顯
艦
的
に
訓
練
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
重
大
な
鮎
は
遽
か

　
　
　
　
　
　
　
低
ザ
ニ
十
二
施
管
　
俄
ぜ
…
號
　
　
　
一
山
ハ
｝

（161　）



　
　
　
　
　
職
術
…
史
上
に
於
け
る
二
つ
ロ
・
て
キ
ア
ヴ
ェ
ル
可
の
塊
赦
に
就
い
て

に
訓
練
に
從
ふ
こ
と
を
欲
す
る
兵
隊
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

之
は
少
撒
大
勢
の
場
合
を
間
は
す
、
又
進
軍
中
と
難
も
肝
要
な
こ

と
で
あ
る
。
殊
に
大
寧
の
場
合
は
地
形
叉
は
敵
の
攻
撃
等
の
た
め

に
列
が
混
血
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
か
、
る
場
合
に
は
軍
隊
を
蓮

か
に
元
隊
形
に
復
蹄
せ
し
め
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
而
も
最
も
困

難
な
こ
と
で
、
之
は
李
素
十
分
實
習
経
験
を
要
す
る
問
題
で
あ
っ

て
、
ロ
ー
マ
は
批
の
錨
遺
憾
な
く
訓
練
さ
れ
て
る
た
」
と
蓮
べ
、
夏

に
第
六
篇
に
於
て
「
古
書
東
洋
と
西
洋
と
を
閤
は
す
多
数
が
博
戦

ふ
こ
と
に
は
可
成
り
。
慣
れ
て
み
る
が
、
東
洋
人
は
指
揮
者
に
封
ず

る
奪
敬
の
念
に
よ
り
大
盤
に
於
て
よ
く
之
に
服
噛
す
る
に
反
し
、

西
洋
入
殊
に
イ
タ
リ
ー
及
び
ギ
リ
シ
ャ
入
の
如
き
南
方
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
は
元
三
剛
毅
忍
耐
力
を
闘
い
で
る
る
か
ら
訓
練
に
よ
っ
て
大

い
に
其
の
峡
瓢
を
矯
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
係
り
に
大
軍
を

集
中
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
其
の
場
合
に
は
訓

練
は
蹴
れ
百
合
歌
語
に
隔
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
習
慣
亦
は

現
に
ス
イ
ス
の
實
興
し
つ
』
あ
る
庭
に
從
へ
ば
、
訓
練
に
蜀
す
る

蓮
華
者
は
彼
等
自
身
の
仲
闇
に
依
っ
て
死
刑
に
評
せ
ら
れ
る
。
之

は
ま
こ
と
に
周
到
な
策
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
違
犯
者
は
彼
を
塵

　
　
　
　
　
　
第
皿
二
十
二
巻
　
第
｝
號
　
　
　
一
六
二

罰
し
た
人
々
か
ら
全
く
見
放
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
支

持
者
を
も
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
、
訓
練
に
就
て
は
秋
霜
烈

日
の
態
度
で
臨
む
べ
き
こ
と
を
喝
破
し
て
み
る
。
亦
同
製
に
於
て

「
毎
年
一
、
二
四
全
軍
を
召
集
し
て
戦
時
に
於
け
る
と
澗
様
に
訓

練
↓
演
習
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
如
何
に
し
て
も
理
想
的
軍
隊
の
條

件
は
勇
敢
な
る
軍
馬
よ
り
も
寧
ろ
よ
く
訓
練
さ
れ
た
兵
食
と
い
ふ

こ
ど
に
在
る
。
其
の
理
由
は
若
し
自
分
が
最
前
線
の
戦
騨
員
で
あ

る
と
し
て
も
、
萬
一
敗
北
の
場
合
替
る
べ
き
訓
練
あ
る
後
績
部
隊

が
穿
る
こ
と
を
知
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
自
分
は
き
っ
と
秩
序
正
し

く
砺
も
勇
猛
果
敢
に
戦
ふ
で
あ
ら
う
」
と
蓮
べ
て
訓
練
あ
る
続
制

あ
る
軍
隊
を
讃
美
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
軍
隊
の
編
成
法
に
立
て
…
，
戦
術
酷
し
の
第
二
、
第
三
、
第
六

篇
に
亡
べ
る
庭
を
綜
合
す
れ
ば
大
食
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
軍
除
は
其
の
集
關
的
訓
練
の
た
め
に
歩
兵
本
部
隊
を

必
研
女
と
す
る
。
　
ロ
～
マ
は
軍
團
（
δ
0
9
凶
。
昌
四
｝
血
○
○
名
一
山
ハ
○
○

○
名
）
、
ギ
リ
シ
ャ
は
密
集
豫
（
℃
プ
蟄
舞
四
〇
〇
〇
名
、
括
約
四

臨
画
に
塘
以
貝
）
，
　
ス
イ
ス
は
歩
丘
ハ
轟
人
隊
（
σ
鋤
菖
鋤
嵩
。
冨
山
ハ
O
O
O
酔
醒
）
“
ぞ

有
し
て
み
る
が
我
々
も
薪
の
如
き
實
例
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
と
な

（16鋤



し
、
歩
兵
本
部
隊
（
び
葺
毘
。
冨
六
〇
〇
〇
名
）
を
一
部
は
ギ
リ
シ
　
　
に
配
備
さ
れ
る
。
更
に
歩
兵
の
外
に
一
六
〇
〇
名
の
騎
兵
を
爾
翼

や
式
、
大
部
分
は
ロ
ー
マ
式
に
編
成
し
、
其
れ
を
更
に
一
〇
の
部
　
　
に
、
砲
兵
稼
若
干
を
正
背
面
に
配
置
す
る
。
彼
に
依
れ
ば
餓
り
に

隊
（
け
①
⇔
　
O
O
廿
P
℃
①
浮
一
①
ω
）
に
分
類
す
る
…
恰
も
ロ
ー
マ
の
軍
圏
が
　
　
大
軍
を
擁
し
て
職
線
を
籏
引
せ
し
め
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
如
何

一
〇
の
歩
兵
稼
（
け
O
霞
　
O
O
プ
O
H
・
瞥
ω
）
に
分
た
れ
た
様
に
。
次
に
各
部
　
　
に
特
種
の
場
合
で
も
五
萬
を
越
え
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
軍
が
よ
く
二

隊
（
O
O
B
℃
毘
出
O
ω
）
は
四
五
〇
名
の
歩
兵
か
ら
成
り
、
其
の
内
一
　
　
〇
萬
の
ゴ
ー
ル
入
を
征
服
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
同
様
に
近
代

○
○
名
は
槍
、
三
〇
〇
名
は
劒
と
楯
を
以
て
武
装
す
る
。
此
の
槍
　
　
人
も
亦
之
を
模
範
と
す
べ
き
で
あ
み
と
主
張
し
て
み
る
。

兵
隊
一
〇
〇
名
は
二
〇
名
づ
・
五
列
に
並
び
最
前
線
を
占
め
る
の
　
　
　
以
上
彼
の
軍
隊
組
織
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
恐
ら
く
彼
自
身

で
あ
る
。
残
り
の
五
〇
名
は
画
嚢
銃
や
弩
弓
等
で
正
装
す
る
。
以
　
　
も
次
の
黙
に
矛
盾
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
其
は
彼
が
ロ
ー
マ

上
一
〇
部
隊
四
五
〇
〇
名
で
あ
る
が
斎
堂
の
一
五
〇
〇
名
は
敵
の
　
　
式
に
倣
っ
て
防
禦
よ
り
も
攻
撃
に
硬
毛
な
歩
兵
に
の
み
信
頼
し
て

騎
兵
を
防
ぐ
た
め
に
歩
兵
遊
撃
隊
（
①
答
旨
8
9
ω
o
箆
［
⑦
邑
と
し
　
　
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
彼
は
敵
の
騎
兵
の
襲
繋
に
頭
を

て
味
方
を
掩
護
す
る
。
其
の
内
蝋
○
○
○
名
は
槍
を
持
っ
て
本
部
　
　
悩
ま
し
、
軍
の
主
力
の
周
流
は
前
揺
の
如
く
精
鏡
な
る
槍
兵
を
以

隊
の
爾
翼
に
配
置
さ
れ
、
五
〇
〇
名
は
更
に
其
の
爾
翼
と
な
る
。
　
　
て
防
備
を
施
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
鮎
ス
イ
ス
の
歩
兵
に
は
慶

嘉
は
此
の
歩
兵
本
部
隊
（
び
p
梓
琶
δ
⇔
）
　
四
を
以
て
正
規
軍
を
紐
織
　
　
　
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
彼
は
將
來
歩
兵
の
重
要

す
る
。
郎
ち
四
〇
部
隊
、
四
遊
攣
隊
、
豆
撒
二
四
〇
〇
〇
名
に
蓬
　
　
性
を
認
識
し
て
み
る
一
方
、
當
代
の
騎
兵
の
演
じ
た
重
大
な
役
割

す
る
わ
け
で
あ
る
。
二
〇
部
除
を
先
鋒
に
一
二
部
除
を
其
の
直
後
　
　
を
も
認
め
、
之
に
勤
す
る
最
良
の
封
策
を
考
究
せ
ざ
る
を
得
な
か

に
一
命
の
中
央
部
縁
は
萬
一
先
鋒
が
破
れ
た
場
合
に
之
を
牧
容
し
　
　
つ
た
の
で
あ
る
。
故
に
結
局
彼
の
軍
隊
は
ス
イ
ス
の
歩
兵
の
積
極

得
る
や
う
に
稻
分
散
の
隊
形
を
な
す
。
残
り
の
八
部
隙
を
後
衛
に
　
　
的
改
良
で
あ
る
キ
三
蒲
ふ
こ
と
が
出
逸
る
。
此
の
黙
に
就
て
は
有
名

一
之
は
先
鋒
、
中
央
部
稼
を
牧
介
す
る
た
め
に
一
命
分
散
の
寸
進
　
　
な
イ
タ
リ
ー
の
参
謀
將
校
ヅ
ァ
レ
ン
チ
ノ
．
キ
ャ
ラ
（
＜
節
δ
導
幽
ぎ

　
　
　
　
　
聯
梱
術
…
山
告
上
に
於
割
り
る
ニ
コ
ロ
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
漁
潔
位
に
遮
肌
い
〆
曳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　

第
一
號
　
　
　
一
山
ハ
三
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戦
術
史
上
に
・
於
け
る
二
つ
ロ
・
岬
、
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
地
位
に
就
い
て

Ω
副
書
’
・
）
氏
も
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
の
軍
稼
は
其
の
融
通
性
、
移
動
性
、

輕
快
さ
と
い
ふ
黙
．
に
撃
て
遙
か
に
ス
イ
ス
兵
を
凌
駕
し
て
み
る
と

賞
讃
の
購
を
蓮
べ
て
る
る
。

　
次
に
「
職
術
論
」
第
三
、
第
四
、
第
五
篇
に
於
て
は
ロ
ー
マ
兵
を

引
用
し
て
全
軍
の
取
扱
ひ
に
就
て
述
べ
て
み
る
。
此
庭
で
は
彼
は

自
身
の
試
験
に
立
脚
し
て
咽
べ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
稀
で
あ
る
。
そ

れ
は
彼
が
大
戦
雫
な
り
大
演
習
を
眼
の
あ
た
り
観
た
こ
と
“
か
無
か

っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
彼
が
特
に
カ
を
入
れ
て
述
べ
る
鮎
は
「
戦

闘
中
若
し
敵
が
側
而
攻
撃
に
成
功
す
る
な
ら
ば
味
方
は
先
頭
部
隊

を
移
動
せ
し
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
途
に
全
滅
す
る
に

至
る
。
最
前
線
が
退
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
は
｝
般
に
混
蹴
三

態
に
陥
…
る
の
み
で
施
す
術
も
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
か
・
る
寒
期

に
直
面
し
て
は
先
頭
部
除
の
移
動
鎚
更
を
敏
速
容
易
な
ら
し
む
べ

く
李
素
の
訓
練
が
維
欝
に
必
要
で
あ
る
」
と
い
．
勘
に
あ
る
。
此
の

黙
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
同
様
の
こ
と
を
忍
べ
て
み
る
。
倫
味
方
の
軍

が
若
し
騎
兵
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
彼
に
依
れ
ば
出
馬
得
る

限
り
樹
木
や
葡
萄
恒
等
の
間
に
軍
を
配
置
す
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
、
恋
敵
の
最
も
戴
錫
な
部
分
に
謝
し
て
は
味
方
の
最
も
有
力
な

　
　
　
　
　
　
麓
〃
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
⊥
ハ
m
幽

部
除
を
用
ゆ
る
こ
と
が
賢
明
な
策
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
っ
之

は
歴
史
上
偉
大
な
帯
磁
が
よ
く
實
塗
し
た
戦
略
で
あ
る
。
其
の
他

彼
は
軍
事
上
の
こ
と
に
閥
し
て
は
特
に
絶
封
秘
密
主
義
を
拗
薄
し

て
る
る
の
で
あ
る
。

四

火
器
の
重
要
性
に
封
ず
る
認
識
不
足
及
び

城
砦
梼
築
に
關
す
る
見
解

　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
が
火
器
の
急
激
な
進
歩
を
豫
知
し
得
な
か
っ

た
こ
と
は
、
如
何
に
し
て
も
彼
の
大
な
る
誤
謬
で
あ
っ
た
。
而
も

彼
の
時
代
に
於
て
は
火
器
は
未
だ
軍
隊
編
成
の
根
本
的
改
革
を
促

す
灘
に
獲
達
し
て
は
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
實
科
取
的
職
術

は
未
だ
知
ら
れ
す
想
像
さ
へ
さ
れ
て
み
な
か
っ
た
に
拘
ら
す
、
彼

は
兎
も
角
も
敢
へ
て
職
箏
科
學
の
建
造
を
試
み
た
最
初
の
入
で
あ

っ
た
、
ど
云
ひ
得
る
。
そ
れ
に
就
て
は
イ
タ
リ
ー
近
代
の
歴
史
家

と
し
て
有
名
な
パ
ス
ク
ァ
…
レ
・
ヴ
ィ
ラ
リ
（
雰
お
琶
。
ノ
壼
巴
）
氏

も
「
自
分
は
友
入
カ
ー
ル
。
ヒ
ル
ブ
ラ
ン
ド
敏
授
（
勺
胃
O
門
O
ω
ω
O
同
H
〈
鋤
昌

餌
謹
。
ぼ
窪
q
）
の
厚
意
に
依
っ
て
戦
術
家
と
し
て
著
名
な
る
プ
p

シ
ヤ
の
陸
軍
蓼
謀
少
佐
イ
ェ
！
ン
ズ
氏
に
二
、
ご
一
の
質
疑
↓
ぜ
な
，
し

（16・圭）



た
虚
、
氏
は
軍
事
專
門
家
と
し
て
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
（
賓
p
。
三
㌣
　
　
る
と
假
定
し
、
コ
ロ
ン
ナ
は
味
方
の
軍
の
総
指
輝
宮
た
る
重
責
に

〆、

@
鋸
①
二
士
疑
三
ω
身
①
目
日
Φ
（
旨
づ
節
①
冠
）
な
る
論
文
を
示
さ
れ
豊
里
が
　
　
あ
る
と
す
る
。
味
方
の
銃
砲
は
煙
硲
の
製
造
以
外
に
は
殆
ん
ど
敷

イ
タ
リ
…
の
陸
軍
屡
謀
少
佐
キ
ァ
ラ
氏
も
幾
多
の
質
問
に
掛
し
て
　
　
果
無
し
に
獲
射
さ
れ
て
み
る
。
稻
あ
っ
て
味
方
の
輕
騎
兵
が
前
進

懇
切
に
論
明
さ
れ
爾
者
何
れ
も
戦
術
家
と
し
て
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
　
　
し
散
兵
線
を
作
っ
て
敵
を
襲
撃
す
る
。
敵
の
砲
兵
除
は
既
に
砲
火

リ
に
絶
大
の
追
跡
を
呈
し
て
居
ら
れ
る
し
と
蓮
べ
て
る
る
。
　
　
　
　
を
開
始
し
弾
丸
は
味
方
の
歩
兵
の
頭
上
を
飛
ん
で
み
る
。
槍
を
持

　
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
が
軍
人
で
な
か
っ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
　
　
つ
た
味
方
の
歩
兵
が
勇
猛
果
敢
に
敵
を
撃
退
す
る
。
此
の
歩
兵
は

い
が
、
而
も
此
の
事
實
は
寧
ろ
彼
の
戦
術
観
の
便
値
を
一
暦
高
め
　
　
い
よ
ノ
、
白
兵
戦
に
な
る
と
槍
と
楯
を
持
つ
味
方
の
歩
兵
に
後
を

る
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
彼
の
天
才
を
立
謹
す
る
も
の
で
あ
る
と
　
　
譲
っ
て
退
却
す
る
。
交
代
し
た
歩
兵
は
途
に
首
尾
よ
く
敵
を
敗
北

同
時
に
、
亦
之
が
彼
を
し
て
誤
謬
を
犯
さ
し
め
た
の
で
あ
る
と
も
　
　
せ
し
め
る
。
此
の
戦
翻
歌
況
に
話
し
て
ア
ラ
マ
ン
ニ
は
熱
心
に
而

考
へ
ら
れ
る
。
彼
は
火
器
に
殆
ん
ど
信
頼
し
な
か
っ
た
。
「
ロ
ー
　
　
も
詳
細
に
反
問
す
る
。
邸
ち
「
何
故
に
味
方
の
砲
兵
除
は
輩
な
る

マ
史
論
」
の
第
二
篇
第
十
二
章
に
於
て
も
「
大
砲
は
城
壁
や
包
子
さ
　
　
　
噛
齊
射
撃
の
後
沈
獣
し
た
か
。
次
に
敵
の
砲
弾
が
味
方
の
頭
上
を

れ
た
場
所
に
射
て
防
禦
す
る
敵
軍
に
饗
し
て
は
数
学
的
で
あ
る
　
　
飛
ぶ
程
に
何
故
敵
を
看
過
接
近
せ
し
め
た
か
。
事
こ
・
に
至
る
ま

が
、
露
地
亦
は
進
軍
中
の
敵
に
擁
し
て
は
殆
ん
ど
役
に
立
た
ぬ
。
　
　
で
に
適
當
な
方
法
を
講
ず
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
亦
葱
式
の
武

而
も
ロ
ー
マ
入
が
嘗
て
我
々
に
實
例
を
示
し
た
如
く
戦
雫
は
防
禦
　
　
　
器
戦
法
は
今
や
蔑
親
さ
れ
殆
ん
ど
重
要
覗
さ
れ
て
る
な
い
こ
と
を

よ
り
も
攻
撃
を
遙
か
に
得
策
と
す
る
に
重
て
を
や
」
と
述
べ
て
ゐ
　
　
聞
い
て
み
る
。
何
故
な
ら
ば
古
代
の
武
器
戦
法
は
敵
の
心
許
を
寒

る
。
「
戦
術
論
」
の
中
に
於
て
も
彼
は
決
し
て
此
の
意
見
を
攣
夏
し
　
　
か
ら
し
む
る
偉
力
を
有
す
る
大
砲
に
慨
し
て
は
今
や
全
く
無
力
で

な
か
っ
た
。
即
ち
第
三
篇
に
於
け
る
コ
ロ
ン
ナ
と
ア
ラ
マ
ン
ニ
と
　
　
あ
る
か
ら
」
と
。
之
に
封
し
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
の
代
忍
者
コ
ロ

の
大
砲
戦
に
得
す
る
問
答
に
依
れ
ば
、
今
敵
軍
と
相
封
催
し
て
ゐ
　
　
ン
ナ
は
答
へ
て
臼
く
「
味
方
の
銃
砲
に
依
て
敵
に
損
害
を
與
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
戦
術
…
史
上
に
於
け
ろ
ニ
コ
ロ
。
て
キ
ア
ヴ
ェ
ル
サ
の
地
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
　
第
乙
號
　
　

一
六
玉
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戦
術
…
史
上
に
於
げ
る
ニ
コ
ロ
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
サ
の
地
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
二
十
二
巻
　
集
一
號
　
　

…
六
六

よ
り
も
、
敵
の
砲
撃
に
よ
る
損
害
を
避
け
る
こ
と
が
一
楽
重
大
で

あ
る
か
ら
輩
な
る
射
撃
の
み
に
止
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
散

兵
線
を
作
っ
て
極
め
て
敏
速
に
敵
の
砲
兵
隊
に
蓮
逸
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
1
敵
の
砲
兵
隊
を
し
て
砲
門
を
開
く
飴
裕
な
か
ら
し

む
べ
く
亦
敵
を
し
て
此
の
散
兵
の
進
撃
隊
の
み
に
注
意
を
集
中
せ

し
む
る
た
め
に
。
事
實
自
分
は
輩
な
る
一
齊
射
撃
を
開
始
す
る
こ

と
に
面
し
て
さ
へ
躊
躇
し
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
銃
砲
の
煙

が
敵
影
を
眼
界
か
ら
遮
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
敵

の
群
動
が
味
方
の
頭
上
を
飛
ぶ
の
は
豊
悟
の
前
で
あ
る
。
何
故
な

れ
ば
そ
れ
は
戦
馬
に
於
て
常
に
起
り
得
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
。
事

實
大
砲
の
取
扱
ひ
は
ま
こ
と
に
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
悲
し
少
し

で
も
高
く
目
標
を
定
め
る
と
砲
弾
は
敵
の
頭
上
を
通
過
し
、
亦
反

封
に
多
少
で
も
低
く
す
れ
ば
、
地
面
に
衝
突
す
る
に
至
る
。
放
に

大
砲
は
｝
般
的
戦
闘
に
於
て
は
全
く
無
盆
で
あ
る
。
侮
る
麗
々
は

古
代
ロ
ー
マ
の
戦
法
を
以
て
大
砲
に
上
し
て
は
無
傷
で
あ
る
と
主

張
す
る
が
、
そ
れ
で
は
新
式
の
戦
法
が
確
か
に
大
砲
に
耐
へ
得
る

こ
と
が
嚢
見
さ
れ
た
か
と
云
へ
ば
そ
う
で
は
な
い
。
自
分
は
未
だ

嘗
っ
て
其
の
實
例
を
観
た
こ
と
が
な
い
し
と
、
帥
ち
大
砲
の
奴
果
の

無
力
を
主
張
し
て
み
る
。
而
も
彼
は
嘗
て
一
度
だ
け
大
砲
の
二
値

を
認
め
て
「
戦
術
論
」
の
第
七
篇
に
「
狂
暴
性
（
大
砲
の
偉
力
）
が
ま

こ
と
に
大
で
あ
る
か
ら
、
輩
な
る
城
壁
で
は
之
に
鋤
抗
す
る
こ
と

は
出
來
な
い
与
と
述
べ
て
み
る
。

　
想
ふ
に
當
時
に
於
て
は
砲
術
も
甚
だ
不
完
全
で
あ
っ
た
か
ら
、

或
ひ
は
マ
キ
ア
ヅ
ェ
ル
リ
が
錯
昼
に
略
つ
た
の
も
一
面
無
理
か
ら

ぬ
黙
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
然
し
前
に
も
蓮
べ
た
如
く
大
砲
の

威
力
を
十
分
に
豫
要
す
る
こ
と
が
出
癖
な
か
っ
た
こ
と
は
如
何
に

し
て
も
彼
の
戦
術
観
の
一
大
訣
黙
．
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
彼
は

一
五
ご
一
年
の
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
（
菊
皇
・
〈
㊦
旨
餌
）
の
職
種
、
一
五
…
三
年

の
ノ
ヴ
ァ
ラ
（
窯
。
〈
雪
虫
）
の
職
事
、
一
五
一
五
年
の
マ
リ
ニ
ャ
ノ

（］

?
負
。
嵩
讐
霧
。
）
の
黙
思
等
幾
多
の
實
例
を
知
っ
て
み
る
筈
で
あ
る
。

之
に
就
て
は
キ
ャ
ラ
氏
も
「
一
五
｝
二
年
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
職
糊
に

於
て
は
大
砲
は
未
だ
十
分
な
る
敷
果
を
示
さ
な
か
っ
た
か
ら
先

づ
大
口
に
見
る
と
し
て
も
、
｝
五
一
五
年
マ
リ
ニ
ャ
ノ
の
戦
闘
後

に
顧
て
は
も
早
彼
の
錯
畳
は
い
よ
く
見
逃
す
こ
と
は
出
門
な

い
」
と
蓮
べ
て
彼
の
錯
誤
を
指
摘
し
て
み
る
。
然
ら
ば
何
故
に
彼

が
大
砲
を
輕
離
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
第
一
に
彼
が
軍
事

（　166　）



訳
業
験
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
、
箪
二
に
彼
が
認
り
に
も
國
畏
歩
兵
　
　
論
的
圏
点
は
必
然
的
に
彼
が
指
示
せ
る
道
を
辿
っ
た
で
あ
ら
う

軍
の
組
織
の
み
に
熱
中
し
て
他
を
顧
る
飴
裕
が
な
か
っ
た
た
め
　
　
し
、
彼
の
職
術
の
實
際
的
償
値
は
寒
し
い
も
の
が
あ
っ
た
に
粗
違

で
あ
る
と
思
ふ
。
　
嚇
五
＝
一
年
の
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
戦
の
時
に
は
彼
　
　
な
い
。
！
現
代
に
於
て
は
歴
史
的
見
地
か
ら
の
み
爾
興
味
あ
る
問

は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
防
禦
箪
備
に
餓
念
が
な
か
っ
た
。
噛
五
…
三
　
　
題
で
は
あ
る
が
。

年
の
ノ
ヴ
ァ
ラ
、
矧
五
一
五
年
の
マ
リ
ニ
ャ
ノ
の
戦
翻
の
時
は
既
　
　
　
「
戦
術
論
」
の
最
る
重
要
な
部
分
は
最
終
篇
た
る
第
七
篇
に
含
ま

に
彼
は
閑
地
に
つ
い
て
田
面
に
隠
退
し
て
み
た
の
で
あ
っ
て
、
　
　
れ
て
る
る
。
そ
の
中
に
彼
は
城
砦
構
築
に
關
す
る
意
見
を
述
べ
て

之
等
の
事
件
の
反
響
の
み
が
友
人
達
の
口
か
ら
僅
か
に
彼
の
耳
　
　
最
後
の
撒
頁
を
飾
っ
て
み
る
。
そ
れ
は
當
時
に
於
て
は
實
に
償
値

に
入
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
從
て
彼
は
云
は
“
一
五
　
　
と
創
造
性
に
富
ん
だ
卓
見
で
あ
っ
た
。
元
來
イ
タ
リ
ー
其
の
他
の

輔
二
年
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
戦
闘
以
前
の
軍
慮
及
武
器
を
理
解
し
て
ゐ
　
　
諸
國
に
於
て
も
防
禦
工
作
に
就
て
は
注
意
を
彿
っ
て
來
た
が
、
大

た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
軍
事
に
濡
す
る
見
解
は
一
五
輔
二
年
以
前
　
　
砲
の
利
用
に
よ
っ
て
築
城
術
は
一
大
遷
化
を
來
す
に
至
っ
た
の
で

の
歌
態
の
儘
で
之
を
完
成
せ
ん
と
す
る
に
在
っ
た
ら
し
い
。
若
し
　
　
あ
み
。
從
來
の
高
い
鼠
壁
は
大
砲
の
潜
め
に
容
易
に
破
壌
さ
れ
、

彼
が
軍
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
時
代
に
起
つ
た
大
戦
闘
に
關
　
　
亦
其
の
上
に
銃
砲
を
蓮
び
上
げ
る
こ
と
が
疵
來
な
か
っ
た
か
ら
敵

し
て
正
確
な
具
素
的
知
識
を
得
る
機
業
を
見
出
し
た
で
あ
ら
う
　
　
に
打
撃
を
與
へ
る
役
を
な
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
下
り

し
、
亦
砲
術
の
如
き
渋
難
な
武
器
の
改
良
は
實
に
測
り
知
れ
な
い
　
　
高
く
な
い
從
前
よ
り
も
嵩
張
っ
た
塊
歌
の
も
の
を
構
築
し
て
其
彪

も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
か
に
豫
柔
し
得
た
で
あ
ら
う
。
而
も
彼
は
　
　
に
亘
砲
の
砲
門
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
然
し
若
し
防

當
時
の
職
術
亦
は
そ
の
改
良
に
就
て
は
理
論
的
、
当
選
的
説
明
を
　
　
壁
が
量
り
に
低
け
れ
ば
梯
子
等
で
よ
ぢ
登
る
こ
と
が
容
易
で
あ

試
み
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
患
握
る
と
思
ふ
。
銃
　
　
る
。
彼
は
之
等
の
馳
に
就
て
は
ス
ペ
イ
ン
軍
侵
入
に
封
ず
る
プ
ロ

砲
の
實
に
恐
る
べ
き
急
激
な
進
歩
が
な
か
っ
た
な
ら
、
載
術
の
理
　
　
ー
レ
ン
ス
（
箆
。
屋
9
①
）
、
プ
レ
i
卜
！
（
雪
解
。
）
等
の
防
禦
工
作
で

　
　
　
　
　
戦
徳
史
上
に
於
け
る
ニ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
リ
の
塊
儘
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　

一
六
七
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戦
霧
史
上
に
於
け
ろ
ニ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
琴
の
敢
位
に
就
い
て

多
少
の
経
験
を
積
ん
で
み
た
の
で
あ
る
。
從
來
の
フ
ラ
ン
ス
式
の

塑
壁
は
敵
の
銃
砲
を
防
ぐ
た
め
に
其
の
内
側
に
土
砂
を
堆
積
し
九

が
、
之
は
一
つ
の
重
大
な
鋏
盤
を
持
っ
て
る
た
、
師
ち
此
の
種
の

防
壁
は
砲
弾
が
命
中
す
る
と
土
砂
の
俄
雨
と
共
に
外
側
へ
落
下
す

る
か
ち
防
壁
外
の
堀
は
土
砂
に
満
さ
れ
、
此
庭
に
敵
が
砲
弾
を
集

中
し
て
蝋
暦
猛
烈
に
防
壁
を
破
壊
す
る
に
至
る
。
故
に
彼
は
此
慮

に
新
し
い
方
法
を
提
供
す
る
。
即
ち
一
五
〇
Q
一
一
五
〇
五
年
に

於
け
る
前
後
二
回
の
ピ
サ
（
℃
羅
）
の
戦
旗
其
の
他
に
於
て
彼
は

此
の
鋏
賂
を
熟
知
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
彼
に
從
へ
ば
多
く
の
稜

遷
を
有
す
る
二
重
の
高
い
継
壁
を
廻
ら
し
、
其
の
聞
に
は
廣
大
な

斬
鷺
微
（
廣
さ
六
〇
黒
鯛
深
さ
｝
｝
一
指
位
）
を
帥
構
築
す
る
。
而
…
し
一
し
外

壁
は
少
く
と
も
六
呪
の
厚
さ
を
有
し
稜
堅
は
四
〇
〇
吠
の
間
隔
で

設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
亦
此
の
防
壁
は
從
來
の
如
く
外
側
の
代
り

に
そ
の
内
側
に
堀
亦
は
重
濠
を
有
し
、
塑
・
濠
に
は
四
〇
〇
眠
の
距

離
で
陰
砲
盗
を
設
置
す
る
。
而
し
て
璽
濠
を
作
る
た
め
に
掘
ら
れ

た
土
砂
は
内
側
の
防
壁
に
近
く
堅
圃
な
肇
場
を
築
く
の
に
利
用
す

る
。
此
の
肇
場
は
兵
縁
を
隠
し
て
お
く
の
に
都
合
の
よ
い
様
に
か

な
り
高
く
作
り
、
此
庭
に
も
敵
に
備
へ
る
た
め
に
重
砲
を
配
置
す

　
　
　
　
　
　
第
二
十
・
二
巻
　
第
二
號
　
　
　
一
六
八

る
。
更
に
彼
に
依
れ
ば
若
し
萬
一
外
壁
“
か
痩
馬
さ
れ
た
場
合
に
は

砲
弾
が
例
に
よ
っ
て
土
砂
と
共
に
外
側
へ
落
下
す
る
か
ら
、
下
塵

に
は
次
第
に
聡
く
な
る
所
の
量
壁
を
敵
弾
が
築
い
て
く
れ
る
こ
と

に
な
る
。
從
て
敵
は
先
づ
最
初
に
此
の
新
し
く
出
來
た
墨
壁
に
そ

れ
か
ら
外
壁
、
次
に
唖
濠
、
最
後
に
重
砲
を
以
て
掩
護
さ
れ
た
内
側

の
防
埜
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
亦
外
壁
か
ら
一
定

の
距
離
に
工
合
を
設
げ
る
こ
と
に
反
封
ず
る
。
何
故
な
れ
ば
、
若

し
之
等
が
敵
の
手
に
脇
つ
九
場
合
、
城
塞
も
亦
征
服
さ
れ
る
危
瞼

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
診
て
城
壁
か
ら
少
く
と
も
湖
産
の
聞
は
展

望
が
利
く
や
う
に
李
垣
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
説
く
。
此
の
見
解

は
當
階
に
在
っ
て
は
確
か
に
新
し
い
猫
創
的
な
も
の
で
あ
っ
九
。

　
其
の
他
防
壁
に
設
け
た
銃
眼
、
城
門
に
吊
し
て
敵
の
侵
入
を
防

　
ツ
ル
シ
ド
　
　
　
オ
ト
シ
ゴ
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ネ
バ
シ

ぐ
吊
戸
亦
は
墜
絡
子
、
大
砲
輸
迭
用
の
貨
車
、
開
橋
等
の
改
良
に

就
て
も
實
際
に
部
し
た
正
確
な
観
察
の
下
に
之
を
考
究
し
て
み

る
。

五
　
結

姿配
fS口

最
後
に
彼
の
軍
事
上
の
格
言
心
得
と
も
稔
す
べ
き
黙
に
就
て
蓮
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べ
る
こ
と
に
す
る
。
師
ち
「
敗
退
す
る
敵
を
無
秩
序
に
追
撃
す
る

者
は
勝
利
者
の
地
位
か
ら
被
征
服
者
に
轄
落
す
る
こ
と
を
欲
す
る

者
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
亦
敵
に
依
て
看
破
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
揚
合
に
は
勿
論
其
の
計
劃
を
直
ち
に
憂
夏
す
べ
き
で
あ
る
。

不
意
の
出
來
事
は
之
を
救
濟
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
豫
知
さ
れ
た
こ
と
は
之
に
庭
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
人
・
劒
・
金
、
而
し
て
パ
ン
は
實
に
職
の
鍵
で
あ
る
。
而

も
最
初
の
二
つ
は
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
入
と

卿
は
金
と
パ
ン
を
得
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
」
と
喝
破
し

て
み
る
。

　
以
上
ま
こ
と
に
不
徹
底
な
こ
と
を
述
べ
來
つ
た
が
、
之
を
要
す

る
に
本
稿
の
目
的
は
彼
が
輩
に
近
代
的
政
治
家
と
し
て
光
っ
て
み

る
の
み
な
ら
す
、
亦
近
代
的
戦
雫
科
學
へ
の
橋
渡
し
を
な
し
た
る

人
物
と
し
て
、
戦
術
史
の
頁
を
飾
る
に
足
る
偉
大
な
る
歴
史
的
存

在
で
あ
っ
九
と
い
ふ
黙
に
特
に
諸
賢
の
御
一
考
を
わ
づ
ら
は
し
．
た

い
念
願
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（169）

購
亡
弟
史
上
に
」
於
け
る
ニ
コ
ロ
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ル
諺
の
地
位
に
晶
就
い
て

第
二
十
二
巷
　
餓
躍
一
號
　
　
　
】
山
ハ
九


